
 

 

 

 

 

 

 １月２７日（金）の集会で紹介された新しい制服のガイドラインを掲載します。 

〇令和８年度より新制服への完全移行を考えています。それまでは、現行制服、新制服

どちらも着用可能です。新２・３年生で新制服を希望する人については、Ｒ５年４月

以降でお願いします。（１年間のサブスクリプションもあります。） 

〇Ｒ５年度から、通学バッグ（指定バッグではなくなります。）と体操服（紺色になり

ます。）の運用方法が変更になりますが、新２・３年生については、どちらを選択して

も構いません。詳細は前回までの生徒指導だよりをご覧ください。 

〇Ｒ５年度から四中の学用品を扱う販売店に

一部変更があります。詳細については４月以降

に販売店からの案内を配付いたします。 

・正札堂（従来からの取扱店） 

・タケヤ（本八幡の八幡小前※新規） 

集会の様子        制服の見本はカラーのものをＨＰにアップ予定です。 

 

 

生徒会が中心になり、学年をまたいだ縦割りでの話し合い活動が行われる予定です。

いじめ問題に関心の高い有志の生徒たちが役を演じ、作成したオリジナルの動画資料

を見て、全校生徒で考えていくという内容です。企画・立案・運営まですべて生徒たち

の手で行われる、まさに生徒主体の授業です。自分たちの環境を自分たちの手でよくし

ていくという自治活動は、中学校生活にとって非常に有意義なことです。また、四中で

大切にしている「人権」でもよく言われていることですが、「気づき」を意識してほし

いです。「一人一人の言動や行動が、周りの人に自分が思っている以上の影響を与えて

いること」に気づくことが、社会の一員としての第一歩です。相手の気持ちを考えて行

動できる人になってほしいです。 

 

 

公共のマナーについては、集会やお便りで都度お話をしています。いじめ問題、人権

問題にも通じますが、学校生活と登下校を含めた地域での自分の行動について振り返

ってみましょう。地域の方から「人のことを見て笑ってくる」「大きな声を出して公道

を歩いている」「道を横に広がって歩いている」という声を聞くこともあります。校内

での生活も一緒です。自分は相手に対して何も思っていなくても、周りの人たちは「嫌

だな」と思っていることがあるかもしれません。皆さんが思っている以上に中学生一人

一人が周りに与える影響は大きいのです。 

家族や地域の方、学校の職員も生徒の皆さんが「気づく」ように言葉をかけていきま

す。声をかけられたときに、「なんでそんなこと言うんだよ！」と反発するのではなく、

「そういう風に見えたのだな」ととらえるようにしてください。周りとの関わり方が変

わってくると思います。お互いを思いやり助け合えるような、学校や地域に皆さんがし

ていこうという意識を持つことが大切です。 

気を付けてほしい地域住人としての在り方 

〇道で大きな声を出さない。    〇立ち止まっておしゃべりをしない。 

〇人の顔を見て笑ったりしない。  〇横断歩道や歩道橋を渡る。 

〇横に広がって歩かない。                      など 

Ｒ５年４月～ 正札堂 タケヤ 

新制服 ― 〇 

ジャージ 

体操服 
〇 〇 

上履き 〇 〇 

 式典 普段 

トップ ブレザー 指定のものを着用する 

※暑いときは無しも可 

暑いときは無しも可 

ボトム Ａズボン 

Ｂスカート 

指定のものを選択して

着用 

指定のものを着用 

夏場にはグレーの無地であれば市販の物可 

Ｃキュロット 

※年度途中から対応可能 

ネクタイ 

リボン 

指定のものを選択して

着用 

着用することが望ましい 

※着用する機会や期間を別途設ける可能性あり 

ワイシャツ 白の無地 

指定はしない 

白の無地 

指定はしない 

ポロシャツ 認めない 白、紺、黒 

ワンポイント可 

ベルト 黒・茶で柄のないもの ※二つ穴など派手な装飾のものは避ける 

夏場（５月の体育祭練習

開始頃～９月） 

ジャージ登下校可 

この期間はテストや式も含め、基本的に制服着用しなくてもよい。 

高校見学などに行くなど、外に出るときは制服（グレーの無地のスラック

ス可）を着用する。 
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